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５月開催の総会後の理事会において会長に選任

されました竹川です。会員の皆様、関係機関の皆様

に改めましてご挨拶申し上げます。 

 

＜企業を取り巻く環境＞ 

さて、県内でも新型コロナウイルス感染症の影響

が３ヶ月以上続き、６月に入りようやく経済活動も

徐々に再開されたと感じています。しかしながら、

同時に今後の様相については予断を許さないとも

感じています。県内企業においても、影響を受けた

事業所が多数あり、緊急融資や給付金、助成金など

により急場をしのぐ対応で奮闘されている会員も

多いと思いますが、本番はこれからで、資金繰りの

相談や、より事業の本質に立ち返った助言を求めら

れると思います。リモートワークなどの新しい働き

方、飲食店におけるテイクアウトや詰め込まない店

舗運営など、コロナ前とは違った新しいビジネスス

タイルへの変更を余儀なくされる事業も増え、益々

中小企業診断士への期待が高まります。 

＜新体制＞ 

今年度は、内部固めやスキルアップに力を入れて

いきたいと思います。津田前会長は、会員間のコミ

ュニケーションや受託事業などによる収益改善に

尽力され今日の協会をつくってこられました。こう

したベースは押さえたうえで、事業受託の内容に関

してレベルアップを図っていきます。また、コンプ

ライアンスの強化も図ります。そのためにも、会員

全員が中小企業診断士としての信頼を高めていた

だきたい。 

 

会員の皆様には委員

会活動にも積極的に参

加して頂きたいと思い

ます。企業内診断士の

方も委員会活動によ

り、人脈を増やす以上

の効果になると思いま

す。委員長・副委員長の理事の方々もよろしくお願

いいたします。 

また、今年度に入会された会員が 5 名いらっしゃ

います。診断士になりたての会員や若い会員の意見

も聞きたいと思います。私は会長として協会を代表

していますが、主役は会員お一人お一人だと思って

います。 

＜最後に＞ 

産業界・経済界においては厳しい状況はしばらく

続くものと思われますが、私達中小企業診断士が、

県内企業に希望をもたらす存在となることをビジ

ョンと掲げ、会員の皆さんと共に努力していきたい

と思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

《 副会長のご紹介 》 
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◆事業推進委員会 

委員長 竹内 真一 

 

 前年度は、行政・金融機

関・支援機関・企業等の定

期的な訪問により、関連機

関等の悩み・問題点を把握

し、これを解決する企画を

提案する「ソリューション営業」を展開した結果、

関連機関等から様々なご依頼を受け、会の総力を挙

げてチーム支援や計画策定を実施しました。 

本年度は、引き続き積極的に営業およびＰＲ活動を

実施するとともに、前年度より開始された「事例検

討会」を継続的に開催し、更なる満足度の向上とス

キルアップを目指します。 

各方面からは、「専門の異なる複数の診断士に関

わってもらうことで、相談することに安心感や期待

感がある」、「同時にいろいろな角度からの意見が聞

けてスピード感がある」という意見をいただいてお

ります。 

今後は、多彩な専門分野・得意分野を有する中小

企業診断士が所属し、豊富な事例とノウハウを有す

る「福井県中小企業診断士協会」の総力を結集し、

様々な問題を解決していきたいと思います。 

 

◆実務講習・養成塾 

 佐々木 孝美 

   

商工会・会議所の経営指

導員向け事業の実務講習

は、例年どおり受託を目指

します。経営指導員のスキ

ルアップとして、会員の皆

さまが講師となり、培ってきた知識やノウハウを

お伝えいただけます。土日しか時間が取れない企

業内診断士にも配慮した、参加しやすいスケジュ

ールとなっています。運営を一緒に考え、汗を流

していただけるみなさまをお待ちしています。 

養成塾は、中小企業診断士を目指す受験生が県

内で勉強できる環境を提供します。勉強仲間がい

ることでモチベーションアップに、勉強をバック

アップしてもらえる環境があることで安心感につ

ながる運営をしていきたいと考えています。受講

者を増やすべく広報にも力を入れ、中小企業診断

士の認知度向上および当診断協会への入会者増加

を目指します。 

 

◆事業企画委員会 

委員長 加藤 永俊 

 

当委員会は、中小企業診

断士の活動やスキルをアピ

ールしていく役割を担って

います。診断士の本業であ

る中小企業の経営支援はも

ちろんのこと、「地方創生」や「まちづくり」でもそ

の能力は発揮できることをお伝えするために、今年

もシンポジウムを開催します。北陸新幹線福井開業

（敦賀延伸）が眼前に迫る中で「観光の産業化」の

ためにどんな準備を進めなければならないかを考

えていきます。 

新しい時代の経営に不可欠な「ＳＤＧｓ経営」を

ご紹介するセミナーも予定し、同時に現代の大きな

テーマである「女性活躍推進」に寄与するセミナー

も開催いたします。 

診断士の強みは「経営に関する知識」×「実践経

験でのノウハウ」です。「観光」「女性活躍」などの

「地方創生」の重点課題解決において、診断士の可

能性を実感していただきたいと思います。 

 

 

 

 

 



 
3 

◆実務開発委員会 

委員長 谷川 俊太郎 

 

 実務開発委員会は実務従

事ポイントを獲得すること

ができる研修を主催します。

実際の企業に訪問し、診断実

務の経験を積んで頂きます。

実務従事ポイントを獲得することが困難な企業内

診断士の方に参加しやすく、かつ実践的な研修を作

っていきたいと思っています。 

 中小企業診断士協会として 1 人 1 人の診断士の能

力の維持向上は不可欠です。特に現場実務は実際に

経験を積まないと見えてこない部分も多くありま

す。実際の企業に訪問し、実務経験を積んで頂く研

修で、現場実践に即対応できる人財を育てていきま

す。 

 

◆総務・広報委員会 

委員長 川端 利一 

 

近年、国や県の事業で中小

企業診断士への依頼は確実

に増えています。県が 5 月か

ら設置している新型コロナ

対策フル活用の相談窓口で

は、中小企業診断士が毎日常時３名、交代で相談対

応にあたっています。その他、経営改善や事業承継、

観光産業化などでも中小企業診断士の活躍の場は

拡がっていますが、その一方で、公的な役割が増す

につれてコンプライアンスの一層の徹底も強く望

まれているところでもあります。 

総務委員会は、今年度より広報業務を含むことと

なり、総務・広報委員会となりました。ビジョンに

掲げる知名度向上とコンプライアンスの徹底の両

方を前に進めるために、他の委員会と連携を取りな

がら活動していきます。 

 

◆例会・研修委員会 

委員長 松田 博史 

 

 今年度は新型コロナウイ

ルス感染症の影響もあり、従

来のように積極的な例会・研

修会の開催が難しいと考え

ています。しかし、このよう

な状況だからこそ診断士としてのスキル向上が中

小企業の発展には必要不可欠だと考えます。例えば

ビデオ会議を活用するなどして、できる限り例会・

研修会を開催したいと考えています。新型コロナウ

イルスに関する情報共有はもちろん、会員が発表で

きる場を設けることで知識だけではなく、コンサル

スキルの向上にもつなげたいと考えています。 

 例会・研修会は協会内の取り組みにとどめず、外

部の方にも参加頂いたり、オンライン配信にも挑戦

したいと考えています。また、外部の方が診断士協

会への情報発信や連携の場にも活用頂きたいと考

えておりますので、是非お気軽にお声がけください。 

 

◆資格更新委員会 

委員長 寺川 直輝 

  

本年も「理論政策更新研

修」を９月５日（土）に開

催いたします。 

今年は、中小企業支援に

必要な本県の支援施策に関

する研修内容に加え、コロナ新時代における新たな

企業支援に関する内容も盛り込んだ研修を企画す

るつもりです。 

例年同様多くの方にご参加いただき、かつご満足

いただけるような理論政策更新研修となるよう、委

員会一同知恵を絞って、汗もかいて、準備を進めさ

せていただきます。また、運営には多くの方のご協

力が必要です。是非とも、当委員会へのご参加お待

ちしております。 
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【理論政策更新研修 開催予定】  

日時：令和 2 年 9 月 5 日（土） 

  8：50～13：00  

会場：福井県産業情報センター 

1 階マルチホール（予定） 

 

 

 

◆観光産業化研究会 

委員長 峠岡伸行・川嶋正己 

 

福井県中小企業診断士協会の観光産業化研究会

では、令和元年度、敦賀市の観光活性化と産業化に

向けた調査研究に取り組み、3 月にその提案書を取

りまとめました。 

5 月 21 日（木）には、当研究会の川嶋委員長が敦

賀市の観光交流課の増田課長、西村係長を訪問し、

提案書を手渡し内容の説明を行いました。 

今回の提案書では、敦賀市の観光の魅力づくりの

方向性と具体的な整備等の提案だけでなく、3 年後

に迫る北陸新幹線敦賀開業に向けて、若狭地域や滋

賀県、京都府の玄関口としての機能強化の必要性に

ついても強調しており、１時間に渡り、観光交流課

の皆さんと意見交換を行いました。 

増田課長からは「観光活性化は敦賀市にとって早

急に取り組むべき課題であり、具体的な視点や提案

をいただき、今後の取り組みに向けて参考としたい。

市長にも報告し、今後、診断士協会との連携につい

ても検討したい」とのお話をいただきました。 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症により

活動が制限されますが、あわら市の観光産業化をテ

ーマに取り上げて、研究活動を進めていきたいと考

えておりますので、会員の皆様のご協力ご参加をお

待ちしております。 

 

 

 

 

◆事業承継研究会 

委員長 坪川 光弘 

 

 平成 30 年度に立ち上げた

事業承継研究会では、年間 6

回の研究会を通じて事業承

継に関する知識の充実を図

るとともに、福井県事業承継

ネットワークおよび福井県信用保証協会から受託

する専門家派遣事業において専門家として派遣さ

れる中小企業診断士のスキルアップを行っていま

す。 

また今年度から新たに、『事業承継ネットワーク 

後継者育成塾（案）』ならびに福井県事業引継ぎ支援

センター共催『スモールＭ＆Ａ研修会』も開催予定

です。 

当協会では、事業承継支援に関する中小企業診断

士の役割として、 

 

①事業承継計画の策定支援 

②後継者の育成支援 

③事業承継支援の関する士業専門家の 

コーディネート支援 

④第三者承継に関するマッチング支援 

⑤事業承継に関する公的施策の活用促進 

 

この５つを役割として、地域中小企業の事業承継を

強力にサポートしています。この経営サポートのエ

キスパート集団である中小企業診断士を是非ご活

用ください。 

 

 

 

 

委員会および研究会への参加は随時受け付けて

いますので、ご希望の方は、協会事務局までお

気軽にご連絡下さい。 
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◆SDGs セミナー開催 

事業企画委員会では、持続可能な開発目標

（SDGs）に関連するセミナーとして、令和 2年 1

月 30日に JICA北陸及び福井銀行との共催で、

SDGsビジネスセミナーと題したセミナーを実施

し、約 80名に参加頂きました。 

持続可能な開発目標（SDGs）とは、2015年 9月

の国連サミットで採択された「持続可能な開発の

ための 2030アジェンダ」にて記載された 2016年

から 2030年までの国際目標で、持続可能な世界を

実現するための 17のゴール・169のターゲットか

ら構成されます。 

今後、世界全体が取り組むべきテーマの一つの流

れとなっており、今後のビジネス展開を考える上で

避けて通れないテーマとなってきていることから、

県内企業が取り組む先進事例２社の取組み内容を

紹介し、SDGs が掲げる「つくる責任 つかう責任」

や「気候変動に具体的な対策を」などの取組み事例

を紹介しました。また、SDGsビジネスのヒントとし

て、ゼロから新しいことをやるのではなく、自社の

技術や製品を活用し、途上国の課題解決に取り組ん

でいくことでビジネスが成立することや他にも

JICAの支援メニューについて紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

◆女性セミナー開催 

令和元年 12月 18日に、「輝く女性社長セミナー 

～女性診断士が選ぶ、今聞いてみたい話。ものづ

くり企業の女性社長奮闘記～」と題してセミナーを

開催しました。 

神戸市からお招きした講師の鯛かおる氏（株式会

社アトラステクノサービス、代表取締役）は、食用

油ろ過装置、真空フライ装置などの機械製造の会社

を経営されています。その経歴は異色で、もとは事

務員として勤務していた会社が経営危機に瀕した

時に、販売権、特許権を買い取って自ら経営に乗り

出したことが転機をもたらしたとのことです。その

後、組織変更、自社工場の設立を行い、事業を危機

から回復させました。その経歴のみならず、BtoBか

ら BtoC への展開を図り、野菜、果物チップスの販

売で人気を得るなど、ユニークな取り組みで、まさ

に輝いている女性社長です。 

当日は、福井商工会議所において、約 30 名のご

参加を頂きました。いろいろな業種の方のご参加が

ありましたが、特に女性起業家や、女性経営者の方

が熱心に聞き入っており、「事業のヒントが得られ

た」「自社でも商品開発に取り組んでみたい」などの

感想が寄せられました。 

鯛氏からは商品の試食のご提供もいただき、新規

事業で生み出されたストーリーを実感する場面と

なりました。和気あいあいとした雰囲気の中、セミ

ナーが進められました。第一線で活躍されている女
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性社長の、苦労話もまじえた成功ストーリーに、頑

張るパワーをもらったという声も聞かれました。福

井県中小企業診断士協会の女性診断士 3 人で企画、

準備を進めてきましたが、大変意義の深いセミナー

となりました。 

 

◆実務ポイント対策研修 

中小企業診断士資格の特徴として更新するため

には座学の理論ポイントを取得するだけでなく、実

務を実施したというポイントを取得しなければい

けません。ここまで実務を重視している国家資格は

他にあまり例がありません。実践を重視していると

いえる一方、企業内で資格を保有しながら仕事に従

事されている方などはそのポイントの取得をどう

するか、頭を悩ませているものと思います。 

福井県中小企業診断士協会では、中小企業診断士

資格の更新要件である、実務ポイントを獲得できる

研修を開催しています。具体的には当協会の診断士

が指導員となり、実際の会社に赴き経営診断を行っ

て頂きます。その結果を報告書にまとめ、会社に提

示するという本格的な実践研修です。 

昨年度の実務従事研修には 1 名参加され、指導診

断士と共に、診断会社に赴き、経営者の方の話を聞

き、会社の現場を見学して報告書を作成するという

経営診断を実際にやって頂きました。昨年度参加さ

れた方も診断士資格を保有しながら企業内で活躍

されている方で、実務ポイントを 6 ポイント取得す

ることができています。 

当協会の実務従事研修では、企業内でお仕事され

ていることを前提に平日の夜若しくは土日に時間

をとり、参加しやすい配慮も行っています。せっか

く取得した中小企業診断士の資格を活かさない手

はありません。当協会の実務従事研修で実践的な経

験を一緒に積みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

小林 博樹 
  

この度、入会させていた

だきました福井信用金庫

の小林博樹です。福井市

の東郷地区在住です。 

 平成18年に自分自身の

知識・スキル等の向上、及びお客様の経営課題解決

に資したい思いから資格取得しました。 

 今後も、"日々勉強"をモットーに、自己啓発は勿

論、諸先輩方はじめ様々な人から学んでいくととも

に、企業発展のため、地域活性化のために微力なが

ら頑張っていきたいと思います。宜しくお願い致し

ます。 

 

 

冨田 和弥 

 

令和 2 年 5 月に資格登録

し、今回入会させていただき

ました冨田和弥です。 

生まれも育ちも坂井市で

す。自身の会社もそうですが、

会社がゼロから大きくなっ

ていくことが面白かったため、資格を取得しました。

何もないところから会社を立ち上げ、回していくに

は最初は特に大きなエネルギーが必要ですし、よく

ガス欠になったりしていい事ばっかりではないと

思いますが、それでもその成長を見られるという意

味で診断士は魅力的だと思っています。 

協会に入会し、諸先輩方、企業の方々と接し、多

くのことを学んでいくことで自身の 知見を深め、

お客様のお役に立っていきたいと考えています。 
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アンサンブル経営サポート 

野路 謙 

  

今回入会させていただき

ました野路です。 

永年政府系金融機関に勤

め、業務に直結することから、資格取得は平成２年

です。金融機関時代は、北は秋田から南は福岡まで、

三大都市圏を含め全国１４カ所転勤し、様々な経営

課題に直面する中小企業・小規模企業者の方をみて

きました。業務においては、主に融資畑で、縁あっ

て、商工会議所の中小企業相談所への出向経験もあ

ります。 

 今後は、“地域の笑顔のお手伝い”をモットーに、

微力ではありますが、経験を生かし地元福井で頑張

っていきたいと思いますので、皆さまよろしくお願

いいたします。 

 

久田 高志 
 

平成 27 年に資格取得し、

第一回目の更新を迎えまし

た。私自身は、学生の時から

企業支援に携わる仕事がし

たいと思い、金沢市役所に

入りその後、大手通信会社にてネットショップのテ

クニカルサポート、コンサルティング等を行ってき

ました。 

その経験を活かし、小松市内で石川県よろず支援

拠点コーディネーターを 4 年やらせて頂き、多数の

お客様と知り合う機会が持てました。小松市内にい

た時から、南加賀の相談は福井とも密接な関係もあ

り、福井のお客様とも関係を持てればと思い今回入

会させて頂きました。色々至らない点はあるかもし

れませんが、よろしくおねがいします。 

 

 

 

 

 

ビッグボディ 

コンサルティング 

和田 裕行 
 

令和２年に資格登録し、

入会させていただきました

和田裕行です。 

 資格取得のきっかけは、定年を少し早め福井での

生活を始め、ふくい産業支援センターに今後の相談

をした際、「中小企業診断士を目指してみませんか」

と言われたことです。この言葉を言われるまでは

「過去の経験をどのように生かせるか」だけを考え

ていましたが、「過去の経験だけでなく新しい知識・

資格を持って未知なる世界へチャレンジする夢」を

感じて、資格取得を目指しました。 

 今はまだ、知恵の引出も経験も不足しています。

一日も早く、経験豊かな諸先輩方に学び、自己啓発

でも知識を広め、依頼された案件には人の二倍、三

倍の汗を流し、企業さまに寄り添い、経営課題解決

の一助となれる診断士を目指します。 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、協会の

情報を直接発信できる場を設けるのが難しくなっ

ています。このような状況だからこそ、広報紙やホ

ームページによる情報発信を積極的に行っていか

ないといけないと感じています。今後は、ホームペ

ージをリニューアルして、鮮度の高い情報を発信で

きるようにしていく計画をしています。今後も福井

県中小企業診断士協会の活動にご期待ください。 

 

 

               ホームページで 

                情報発信中！ 

 

 

 

 


